
第 3回委員会水需要管理 WG（2002.8.7 開催）結果報告 2002.8.9 庶務発信 

開催日時：2002 年 8 月 7 日（水） 10：00～12：30 

場  所：ぱ・る・るプラザ京都 ４階会議室５ 

参加者数：委員 6名 河川管理者 9名 自治体関係者 5名 委員傍聴者 2名 

１ 検討内容および決定事項 
 
①自治体の農業の担当者からの説明 

滋賀県農政水産部、京都府農林水産部、大阪府北部農と緑の総合事務所をお招きし、農業用水

の実態について説明が行われ、その後意見交換が行われた。 

＜主な説明内容＞ 

・ 滋賀県：農業用水の特色、滋賀県の農業の特色、地区別の農水利用の事例（琵琶湖逆水地 

    区、河川取水地区） 

・ 京都府：桂川における農水利用の現状、有効利用の工夫、農水取水施設、日吉ダムにおけ 

    る放流調整について 

・ 大阪府：大阪府の農業の特徴、稲作における水利用の実態、淀川からの農水の取水実績、 

    取水設備の状況、地域用水としての活用等 

＜主な意見交換の内容＞ 

・ 農業用水の実態（使用量の変化、使用状況、耕作の形態と水の使用等） 

・ 農業用水の取水量を把握する方法（用水路での計測、配水ポンプの稼働時間や電気代） 

・ 農業用水の転用と平常時からの節水の可能性 

・ 今後の農業用水の増減の見通し（今後の農地の増減見込みと農水の需要の関係） 

・ 農業用水路と地域社会（地域の景観用水、防火用水等、用水路と河川の連続性の回復等） 

 

②メンバー追加の件 

○ 水需要管理ＷＧに、琵琶湖部会の宗宮委員を加えて、水質に関する話も今後議論していくこ

とが確認された。 
 
③次回以降のスケジュール 

○ 次回第 4回委員会水需要管理ＷＧを、8月 19 日（月）午後 5時～、第 5回は、9月 10 日（火）

午後 5時～開催する。場所はいずれも京都駅周辺とする。 

○ 次回ＷＧでは、「関西のダムと水道を考える会」の野村氏をお招きし、本日寺川委員より提供

された資料 2-1～2-3 についてご説明いただく。また、近畿地方建設局の元河川部長であった

金屋敷氏をお招きし、過去の経験等をお話いただく。 

○ 委員より、過去の渇水経験から水の消費量を抑えることに成功した福岡市にお住まいの方、

または行政関係者等をお招きして、日常生活における節水の工夫や仕組み等についてお話を

伺いたいとの発言があった。招聘者等については今後検討する。 

 

以上 

※このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務から発
信させて頂くものです。詳しい内容については結果概要をご覧ください。 


